
今後の障がい者デイサポートセンター（通称：明日葉）について 

（１）明日葉とは 

・実施サービス：市町村事業の地域活動支援センターⅡ型で比較的軽度の方の日中の居場所 

（入浴、食事の提供、創作的活動等） 

・対象者：障がい程度によらず利用可（身体・知的・精神・発達・難病すべて） 

・定員：15 名/日 

（２）現状と課題 

① サービス形態と利用実態の乖離 

・明日葉では重度の方向けのサービスを行っている。 

例）医療的行為が必要である重度心身障がい者の受け入れ（2～3名/日） 

２台の特殊浴槽による入浴サービス（12～13 名/日） 

障がい支援区分４以上の利用者の割合・・・47.8％ 

② 収支状況 

・平成 18 年度の指定管理導入時から赤字が続いている。         

年度 稼働率 収入 支出 収支差額 

H27 101.8％ 指定管理料      32,075 千円 

利用者負担金等   1,417 千円 

40,595 千円 -7,103 千円

H28 99.5％ 指定管理料       31,137 千円 

利用者負担金等   2,035 千円 

44,780 千円 -11,608 千円

H29 98.0％ 指定管理料     30,363 千円 

利用者負担金等   1,939千円 

45,880 千円 -13,578 千円

③ 市内の重度障がい者の増加 

・障がい支援区分４以上の方の割合：平成 18 年度 35.9％⇒平成 29 年度 50.7％ 

（３）今後の明日葉の方向性 

① 利用実態に合わせたサービス形態へ 

② 現在の利用者が引き続き利用可能な施設へ 

③ 重度の方の日中の居場所となる施設へ 

④ 国・県の財源を活用した持続可能な施設へ 

⇒H31 年度は指定管理を１年間継続しつつ、上記にかかげた方向性に沿って、 

H32 年度以降のサービス形態の在り方を早期に決定する。 
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